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研究成果の概要（和文）：歯周病とメタボリックシンドロームとの関連性とその病態に及ぼすメ

カニズムを解明することを目的とした。歯の数のリスク因子として，高血糖，低 HDL コレス

テロール，高中性脂肪が有意であった。動脈硬化性疾患のリスク因子として高血圧と歯周病が

有意であり、歯周病に罹患しているとある種の炎症性サイトカインや接着因子が高いことを示

した。さらに，糖尿病における動脈硬化性疾患に歯周病が関与することが示された。また，酸

化ストレスマーカー細胞膜の酸化ストレスの指標である尿 8-イソプロスタンが，歯周病罹患者

で上昇していた。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this investigation was to examine the association of 
periodontal disease and various components of metabolic syndrome. High blood sugar, 
reduced HDL-Cholesterol and elevated triglycerides were significantly associated with 
number of teeth as risk indicators. High blood pressure and periodontitis were significantly 
associated with macrovascular disease(s) as risk indicators. Levels of the inflammatory 
biomarkers in the subjects with periodontitis increased meaningfully in comparison with 
the subjects without periodontitis. Periodontal disease was involved in atherosclerotic 
disease in diabetes. Diabetic patients with periodontitis has significantly higher levels of 
8-isopurosutan. 
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１．研究開始当初の背景 

近年の疫学的研究によって，歯周病が癌，
脳卒中，虚血性心疾患といった致命的な疾患
の基礎疾患であるメタボリックシンドロー
ムのリスクファクターの一つであることが
明らかとなってきた。歯周病は，日本人にお
いて最も有病率の高い慢性疾患のひとつで
あるため，歯周病の効果的な治療及び定期的
な疾病管理は，成人の健康増進や健康寿命の
延長に対して非常に効果的であると考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
 歯周病は生活習慣病であるため，その変化
の予測に役立つと考えられる生活習慣やメ
タボリックシンドロームおよびその構成因
子との関連性について検討を行った。 
 さらに，歯周病は，生活習慣病であると同
時に他の生活習慣病と相互に関連を示して
いる。特に，糖尿病の重要な合併症の一つで
あるといわれている。歯周病の存在により，
糖尿病のコントロールは悪化し，コントロー
ル不良の糖尿病は歯周病を悪化させる。また
糖尿病は致死的疾患である動脈硬化性疾患
の進展に関わっており，歯周病も重症化によ
り動脈硬化性疾患の進展に関与していると
考えられているため，両者が動脈硬化性疾患
に及ぼす影響について本研究で調べた。 
 
３．研究の方法 
(1) 口腔状態とメタボリックシンドローム
の関連性 

平成 17,18年度に国立循環器病センター予
防検診部の健康診査を受診した大阪府吹田
市一般住民 3705 名（男性 1661 名，女性 2044
名，平均年齢 67 歳±11 歳）を対象に，質問
票（歯数，義歯装着の有無，喫煙の有無，飲
酒の有無，既往歴）を用いた調査を行った．
得られた結果を日本肥満学会の診断基準に
基づき，血圧 130/85mmHg 以上，中性脂肪（TG）
150mg/㎗以上または HDL コレステロール
（HDLC）40mg/㎗未満，血糖値 110mg/㎗以上，
BMI 25 以上を異常値とし，正常群と異常群に
分類した．対象者を，男女および歯数 20 本
以上/未満に分類し，Student t-test，χ2検
定およびロジスティック回帰分析を用い，歯
数とメタボリックシンドロームの構成因子
との関連性について検討を行った．有意水準
はいずれも 5％とし，分析には SPSS16.0J を
用いた． 
 
(2)口腔状態と耐糖能の関連性 

平成 20 年 6月から平成 21年 6月までの期
間に、国立循環器病センター予防検診部の健
康診査を受診した大阪府吹田市一般住民 341
人(男性 146 名，女性 195 名，平均年齢 65.4

歳±7.5 歳)を対象に，歯科検診と 75g 経口
ブドウ糖負荷試験（以下 OGTT），血液検査を
行った．調査項目としては，現病歴、生活習
慣問診（喫煙・飲酒），肥満指数（BMI；Body 
Mass Index），DMF 歯数，CPITN 指数，唾液潜
血の有無，機能歯数（ブリッジのポンティッ
ク，インプラント支持による補綴物を含む），
咬合支持（Eichner 分類)，咀嚼時唾液分泌量
(以下唾液量)，咬合力(デンタルプレスケー
ルによる全歯列最大噛みしめ)，咀嚼能率（検
査用グミゼリーによる咬断片表面積増加量）
を検査した．糖負荷試験の結果は、正常群(空
腹時血糖[FPG] < 110 mg/dL かつ OGTT2 時間
後血糖値[2hPG]<140 mg/dL)と耐糖能異常群
（FPG≧110mg/dL，2hPG≧140mg/dL、または
糖尿病治療）に分類した．耐糖能と歯科検診
の結果との関連については，年齢調整χ2検
定と共分散分析を用いて解析した．耐糖能と
口腔内の健康状態に関する因子との関係は
ロジスティック回帰分析を用いて検討を行
った．  
 
(3)糖尿病患者における歯周病と動脈硬化性
疾患の関連性 
 2 型糖尿病患者 98 例を対象に、現在歯の臨
床的アタッチメントレベル（CAL）を６点法
により測定し、全測定部位に対する CAL≧4mm
の割合（%CAL≧4mm）が 30%以上の者を歯周病
有病者とした。動脈硬化性疾患と歯周病との
関連および歯周病と炎症マーカー・酸化スト
レスマーカーとの関連を検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 口腔状態とメタボリックシンドローム
の関連性 
 男女とも，年齢，収縮期・拡張期血圧，総
コレステロール，BMI において歯数 20 本以上
群と歯数 20 本未満群との間に有意差が認め
られた．また血糖値，TG に関しては，女性に
のみ歯数群間の有意差が認められた．年齢，
喫煙・飲酒の有無を調整したところ，男女共
に歯数が 20 本未満になると高血糖になりや
すかった（男性：odds 比 1.3，P=0.03，女性：
odds 比 1.9，P=0.001）．また，女性の場合、
HDLC，TG，BMI においても、同様に歯数 20 本
未満で有意に異常値をとりやすい傾向がみ
られた．以上の結果から，歯の欠損とメタボ
リックシンドローム構成因子との正相関が
示唆され，全身の健康を維持するために歯数
と咀嚼能力の維持が重要であることが推察
された． 
 
(2) 口腔状態と耐糖能の関連性 
 耐糖能異常群は男性で 61%、女性で 36%で
あった（50 歳代：男性 35%、女性 36.4%、60
歳代：男性 70%、女性 36%、70 歳代：男性 67%、



女性 51%）．歯科検診においては，異常群は
正常群と比較して咬合支持(P=0.001)が男女
とも有意に少なかった．男性においては，異
常群は正常群と比較して機能歯数（P=0.030）
が有意に少なく、10 歯未満の男性の 89％が
異常群であり、歯数と耐糖能には関連性があ
ることが示唆された．また，咬合支持は，
Eichner A 群を基準にすると Eichner B＋C 群
において耐糖能異常のオッズ比は 1.7 倍
(95％信頼区間：1.0-2.7, p=0.046)であった． 
 研究の結果より、機能歯数や臼歯部の咬合
支持が減少すると耐糖能力が低下し，生活習
慣病に罹患する危険性が増加することが示
唆され，全身の健康を維持するためには歯数
と咀嚼能力の維持が重要であることが推察
された． 
 
(3) 糖尿病患者における歯周病と動脈硬化
性疾患の関連性 
 糖尿病患者を動脈硬化性疾患の有無にお
いて 2群に分類して比較した結果，動脈硬化
性疾患有り群は，なし群と比較して男性が多
く，腎症が進展しており，高血圧，喫煙，歯
周病が有意に高頻度であった。次に先程比較
した臨床背景（年齢，性別，BMI，糖尿病罹
病期間，HbA1c，網膜症，腎症，神経障害，
高血圧，脂質異常症，喫煙，%CAL≧4mm）を
説明変数として動脈硬化性疾患に関与する
因子をロジスティック回帰分析により検討
した結果，腎症，高血圧，歯周病の診断指標
である%CAL≧4mm，HbA1c が有意な説明変数で
あった。つまり糖尿病における動脈硬化性疾
患に歯周病が関与することが示された。どの
ように歯周病が動脈硬化進展と関係してい
るかを明らかにする目的で，炎症・酸化スト
レスマーカーと歯周病の診断に使用し
た %CAL≧4 mm との関係を検討した結果，酸
化ストレスマーカー細胞膜の酸化ストレス
の指標である尿 8-イソプロスタンが %CAL≧
4 mm と有意な正の相関を認めた。 
以上の結果から，動脈硬化性疾患を合併した
糖尿病患者において歯周病の頻度が高いこ
とが明らかとなった。 
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